
京都府後期高齢者医療広域連合管理職員の給与の特例に関する条例

平成１９年４月１日

条例第２３号

管理職員（京都府後期高齢者医療広域連合職員の給与に関する条例（平成１

９年条例第２２号。以下「給与条例」という。）に基づき給与の支給を受ける

職員で、同条例第３条第１項に規定する給料表６級又は７級の適用を受ける職

員をいう。）の給料月額は、平成１９年４月１日から平成２５年３月３１日ま

での間において、給与条例第３条及び第４条の規定にかかわらず、これらの規

定により定められる額（以下「基礎額」という。）から基礎額に１００分の２

を乗じて得た額（その額に１円未満の端数を生じたときは、これを切り捨てた

額）を減じた額とする。ただし、給与条例第２条の規定に基づく手当の額の算

出については、基礎額に基づいて行うものとする。

附 則

この条例は、平成１９年４月１日から施行する。

附 則（平成２２年３月２３日条例第４号）

この条例は、平成２２年４月１日から施行する。


